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か

け
も

あ
っ

た
が

、

庶
民
の

な
か

に

も
白
川

家
と
つ

な
が

り
た

い

要
求
も

あ
っ

た
と

考
え
ら
れ

る
。

白

川
家
の

社
祠
勧
遷
と

位
階
執
奏

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

石
川
　
達
也

　
近

世
期
に

神
社、

神
職
を
支
配

し
て

い

た

吉
田、

白
川
両
家
の

う
ち、

古
田
家
は

寛
文
五

年
（

一

六

六
五
）

の

神
社
条
目
に

よ

り
全

国
の

社
人
に

対
し

装
束
許
可
な
ど

を

通
じ

て

支
配
を

及
ぼ

し
た

。

一

方
の

白
川
家
は
、

主
に

朝
廷
儀
式
の

執
行
や

伝
授
を

中
心
と

し
て

お

り、

当
初
は
｝

般
的
な

神
社
へ

の

執
奏
や
勧
遷
は

少
な
か

っ

た
。

し
か
し、

近
世
後
期
に

は

白
川

家
も
地
方
へ

展
開
す
る

よ

う
に

な

り、

そ
の

対
象
は

吉
田
家
の

後
発
で

あ

る

が
故
に、

専
業
神
職
だ

け
で

は

な

く
商
人、

職
人
や
農
民
な
ど

に
も
及

ん

だ
。

特
に、

神
社
勧
遷
に

つ

い

て

は
、

白
川
家
が
執
奏
家
を
務
め
る

伏

見
稲
荷

神
社
の

影
響
か、

稲
荷
大
明
神
が

非
常
に

多
く
み

ら

れ
る
。

　
こ

の

よ
う
な
白
川
家
の

社
祠
勧
遷
と

神
職
位
階
の

執
奏
に

つ

い

て

は
、

金

光
図

書
館

所
蔵
の

「

諸
国

勧
遷

留
」

、

「

筆
鏡
」 、

「

諸

国
願

書
并
証
文

砌
田
」 、

「

諸
国
執

奏
留
」

（
享
和
二

年
（
一

八

〇
二
）

ー
明
治
元
年
（

一

八

六
八
）
、

合
計
三

十
三

冊
）

の

白
川
家

関
係
資
料
の

検
討
が

非
常
に

重
要

に

な
っ

て

く
る

。

先
行

研
究
に

よ

れ

ば
、

諸
国
か
ら
の

勧
遷
の

出
願
は
、

文
政

十
年
（
一

八
二

七）

か
ら
急
増
し、

そ
れ
以
降
は
毎
年
ほ
ぼ
一

〇
〇

件
〜

二

〇

〇

件
の

出
願
が

あ

り
特
に

文
久
三
年
（
一

八
六
三
）

に

は
一
一

四
〇

件
と

最
多
を

記
録
し

て

い

る
。

勧
遷
の

規

模
は

、

「

村
方
鎮
守
」

「

敷

地

鎮
守
」

「

家
神
棚
」

な

ど

が

あ
り、

勧
遷
以

外
に

も
「

額
」

（
染

筆）

や

「

御
祈
疇
」

（
御
守）

の

希
望
も
あ
り、

こ

れ
ら
も
勧
遷
と
同
様
に

時
代
が

下
る

に

従
い

増
加
し
て

い

く
。

こ

の

背

景
に

は
、

「

申
次
」

と

呼
ば

れ
る

仲
介
者
の

存
在
が

あ
る

。

彼
ら
は、

白
川

家
の

門
人

、

出

入
商
人、

旅

籠、

飛
脚
問
屋

な
ど

様
々

な
立

場
で

あ
る

が
、

い

ず
れ

も
白
川

家
に

認
め

ら

れ
諸
国
の

願
書
を

取
り
次
い

で

い

る
。

出
願
国
数
で

は、

武
蔵
国

、

相

模
国
が

突
出

し
て

多
い

が
、

こ

れ
は

仲
介
を

白
川

家
関
東
役
所
（
執

役

所）

が

行
っ

て

い

る

か

ら
で

あ
ろ
う

。

仲
介
者
は

多
様
な
立

場
で

あ
り

、

そ
の

取
り
扱
う
地
域
や
内
容
に

つ

い

て

今
後
更
な

る

検
討
を

加
え
る

必

要

が

あ
る

。

　
白
川

家
側
の

記

録
で

あ
る
「

勧
遷
留
」

に

は
、

神
名
の

他
に

、

「

村

方

鎮
守
」 、
「

屋
鋪
鎮
守
」

な
ど

の

種
別、
「

官
金
」

と

称
す
る
必

要
経
費
の

金

額、

「

願
主
」

と

「

申
次
」

と
い

う
仲
介

者
の

名
前
が

記
載

さ
れ

て

い

る
。

一

方
そ
れ

に
対
応
す
る
白
川
家
か

ら
の

勧
遷
状
や
副

翰
（
添
状）

に

は
、

何
の

神
を

勧
請
し
た

か
の

他
に、

祭
祀
を
怠
慢
な
く
行
い

永
世
尊
信

を

尽
く
せ
ば

五

穀
曲

豆

饒
、

子

孫
永
久
の

幸
い

が

あ
る

旨

の

記
載
が

さ
れ

る
。

ほ

ぼ

同
一

の

文
章
で

あ
る

が
、

「

村
方
鎮
守
」

の

場
合
は

「

村
中

繁

栄
」

、

「

敷
地
鎮
守
」

の

場
合
は

「

家
門
繁
昌
」

と

い

っ

た

具
合
に
、

そ
れ

ぞ
れ
に

適
応
し
た
文
言
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。

こ

れ
ら

白
川

家
か

ら

発
給

さ
れ
た

文
書
は

地
域
に

伝
存
し
て

い

る

場
合
も
あ
り

、

併
せ
て

見
て

い

く

必

要
が

あ
る

。

本

報
告
で

は、

「

勧
遷

留
」

に

記
載
の

あ
る

十
一

件
を
は

じ
め
と

し
て、

関
東
地
方
（
埼
玉
・

群
馬
・

神
奈
川）

の

若
干
の

事
例
を

紹
介
す
る

。

　
「

勧
遷

留
」

の

存
在
し
な
い

享
和
二

年
以
前
の

資
料
か
ら
は

、

江
戸
前
・

中
期
に

お
け
る

白
川
家
の

活
動
を
知
る

こ

と

が
出
来
る

が
、

そ
の

数
は
そ

れ
ほ

ど

多
く
は

な
い
。

し
か

し

中
に

は
、

安
永
二

年
（
一

七

七
三
）

に

は
、

吉
田
・

白
川
両
家
に

出
願
し

、

後
に
白
川
家
の

支
配
を

受
け
る

（
後

期
に

門
人
と
な
る）

こ

と
に

な
る

相
模
国
大
住
郡
の

大
工

（
大
山

阿
夫
利

74（796）
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神
社
師

職）

の

例
も
あ
る

。

　
ま
た、

文
化
七

年

2

八
一

〇
）

に

白
川
家
よ

り
稲
荷
社
を

敷
地
鎮
守

と

し
て

受
け
て

い

る

が
、

天
保
十

年
（

】

八

三

九
）

に

吉
田
家
よ

り
稲
荷

の

神
号
と
装

束
を

授
与
さ
れ

、

慶
応

元
・

二

（

一

八

六
五
・

六
六
）

に

も

吉
田
家
か
ら

装
束
を
許
さ
れ
て

い

る

事
例
も

あ
る

。

こ

の

家
（
上

野
国
群

馬
郡）

は
、

安
政
三

年
（
一

八
五
⊥

○

に

は

土

御
門
家
（
陰
陽
道
）

よ
り

も
免
許
を

受
け
て

お
り

、

複
雑
に

入

り
組
む

状
態
で

あ
っ

た
こ

と

が

わ
か

る
。

一

方
正

徳
・

宝
暦
・

寛
政
・

享
和
に

は

吉
田

家
よ

り
許
状
を

受
け
て

お

り
文
政
十
二

年
（
一

八

二

九
）

に

は

白
川

家
よ

り
村
鎮

守
の

勧
遷
と

額、

太
々

神
楽
免
許
を

受
け

、

更
に

慶
応
四

年
（
一

八
六
八）

に

は

再
び

吉
田
家
よ
り

許
状
を
得
る
と
い

う
動

き
を

す
る

家
（
上
野
国
新
田

郡
・

矢

抜
神
社）

の

例
も
あ
る

。

い

ず
れ
も

更
に

地

域
資
料
の

掘
り
起
こ

し
を
す

る

必
要
が
あ
る

。

白
川
家
門
人

斎
藤
彦
麿
と
鎮
魂

祭

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

山
口

　
剛
史

　
国
学

者
斎

藤
彦
麿

2

七
六
八

−
一

八

五

四
）

は
、

文
政
十
一

年
（
一

八

二

八
）

六

月
に

神
祗

伯
白
川
家
へ

入
門
し

、

同

年
同
月
に、

「

高
皇
産

霊

神
」

を
自
宅

敷
地
の

鎮
守
と
し
て

伯
家
よ

り
勧
請
し
て

い

た
。

こ

う
し

た

事
実
は

、

金

光
図
書

館
所
蔵

白
川

家
資
料
及
び

中
澤
伸
弘

氏
旧

蔵
『

神

祗
官
八
座
神

　
鎮
魂

祭
秘
鑑
』

で

確
認
で

き
る

（

拙
稿
「

国

学
者
斎
藤
彦

麿
の

神

祗
伯

白
川

家
入
門
」

『

神
道
史
研
究
』

二

六
五）

。

　
伯
家

入
門

前
の

享
和
二

年
（
一

八

〇

二
）

春、

彦
麿
は

『

神
祗
官
八

座

神
　
祭
祀
略

略
式
』

（

内
題
は

『

神
祗
官
八
座

神
祠
略
略
式
』

、

國

學
院
大

學
所
蔵）

を

著
し
て

い

る
。

本

書
は

、

鎮
魂
祭
の

祭
神
の

神
祗
官
八

座
神

を、

自
宅
で

祀
る

場
合
の

祝
詞
や

供
物
を
記
し

た
次

第

書
で

あ
る

。

大

祭
・

中

祭
・

小
祭
の

次
第
が

記
さ
れ

、

絵
図
も
附
さ

れ
て

い

る
。

そ
の

祝

詞
か

ら
、

神
祗
伯
王

よ
り
神
祗
官
八

座

神
の

御
霊

代
を

授
か
り、

そ
れ
を

自
宅
の

浄
所
に

奉
斎
し
て

行
う
祭
祀
だ
と

判
る

。

彦
麿
は

既
に
寛
政

年
間

か
ら

鎮

魂
に

対
し
て

興
味
を

抱
い

て

い

た
。

彦
麿
は

、

伯
家
に
入
門
し

た

結
果
と

し
て

＝

咼

皇

産
霊

神
」

を

勧
請
し
た

の

で

は

な

く、
「

高
皇
産
霊

神
」

勧
請
を
目
的
の
一

つ

と

し
て

入
門
し

た

と

考
え
ら
れ

る
。

そ
れ
は

約

三

十
年
後
に

実

現
さ
れ
た
の

で

あ
る．、

同
書
に

は
、

個
人
を
対

象
と

し

た

臨

時
祈

疇
「

玉
緒

結
（
11

魂

緒
結
11

霊

緒
結）
」

に

つ

い

て

も

記
さ
れ

、

そ
の

効
験
は

あ
ら
た

か
だ
と

い

う
。

し
か

し
、

享
和
三

年、

彦

麿
は

長
男

を

数
え

年
五

歳
で

亡
く
し
て

い

る
。

こ

の

こ

と
は

、

彦
麿
の

信

仰
に

大
き

な

衝
撃
を

与
え
た
に

違
い

な
い

。

　
だ
が
、

彦
麿
は
鎮
魂
に
つ

い

て

研
究
し
続
け
た

。

そ

し

て
、

天
保

十
一

年
（

一

八
四
〇
）

二

月、

七

十
三

歳
の

彦
麿
は

、

『

八

座

神
伝
霊
緒
結
』

を

著
し

て

い

る
。

本
書
に
拠
る
と

、

彦
麿
は
、

寛
政

初

期
か
ら

約
四

十
年

の

歳
月
を
か

け
て

鎮
魂
の

術
を
追

究
し、

天

保
五

年
（
一

八
三

四
）

、

つ

い

に

得
る

と
こ

ろ

が
あ
っ

た
。

積
年
の

疑
問

も
氷
解
し、

以

来、
「

国
郡

し

ろ

し

め
す

侯
よ

り
下
民
に

い

た

る

造
」

数
人
に

施
し
た

効

果
も

絶
大

で
、

こ

れ
ぞ

正

伝
と
確

信
し

た
と
い

う
。

本
書
で

は
、

伯
家
か
ら

勧
請
し

た

の

は

コ

咼

皇

産
霊
神
」

だ

け
で

は

な
く

、

「

八

座
神
璽
」

と

な
っ

て

い

る
。

ま
た
、

「

定
例
・

臨
時
祭
法、

雑

掌
よ

り
附

属
せ
り
」

と

も
あ
る

が
、

享
和
二

年
の

著
書
と
の

異
同
は

不
明
で

あ
る
。

よ
っ

て
、

享
和
二

年
に
記

さ
れ
た

内
容
が
、

彦
麿
独
自
の

も
の

か
、

世
間
に
当
時
流
布
し

て

い

た
も

の

を
ま
と

め

た
に

過
ぎ
な
い

の

か
も
判
然
と

し
な
い

。

ま
た

、

吉
田
家
に

も
同
様
の

祈
禧
が
あ
っ

た
よ

う
だ
が
、

そ
の

研
究
は

別
途
進
め

た

い
。
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